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【日時】　　　　　　　　　午前９時３０分から午後３時３０分まで

【場所】　中田農村環境改善センター　【入場料】　無料

【出演団体】 ▼浅部法印神楽（中田）　 ▼上町法印神楽（豊里）　 ▼加賀野神楽（中田）

▼舘神楽（中田）　 ▼本宮神楽（中田）　 ▼山ノ神神楽（迫）　 ▼岡谷地南部神楽（登米）

▼細野神楽（東和）　 ▼嵯峨立神楽（東和） ▼赤谷神楽（石越）　 ▼長下田神楽（石越）

▼畑岡神楽（南方）　 ▼佐沼鹿踊（迫）　 ▼小島願人踊（中田）　 ▼とよま囃子（登米）

▼嵯峨立甚句（東和）　 ▼芦倉獅子舞（石越）　 ▼巻おいとこ踊（中田）

▼大網おいとこ踊（迫）　 ▼森邑おいとこ踊（迫）　

【問い合わせ】　教育委員会生涯学習課　緯0220（３４）２６９８

「祈り・再生」第７回登米市民俗芸能大会
　市内に伝わる民俗芸能の伝承活動を行っている２０団体が一堂に集い、民俗芸能を披露する「第７回
登米市民俗芸能大会」が、下記により開催されます。
　今回は、民俗芸能の保存伝承と東日本大震災犠牲者への「慰霊」、避難者へ「心の安らぎの提供」
を目的に開催されます。当日は南三陸町などの避難者を招待し、炊き出しも行われます。
　神楽やお囃子など、各団体が伝承している素晴らしい民俗芸能が披露されますので、市民の皆さん
のご来場をお待ちしています。

７月１７日（日）

　
市
で
は
、
市
民
皆
さ
ん
の
市
政

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
や
意

見
を
、
市
政
に
取
り
入
れ
る
た
め
、

「
市
政
モ
ニ
タ
ー
」
を
設
置
し
て
い

ま
す
。 市

民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
市
政
モ
ニ
タ
ー
を
委
嘱

　
今
年
度
の
第
１
回
会
議
が
６
月

３
日
、
迫
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、

　
代
か
ら
　
代
ま
で
の
モ
ニ
タ
ー

３０

７０

　
人
に
布
施
市
長
か
ら
、
委
嘱
状

２０が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
長
は
「
皆
さ
ん
に
は
、
会
議

へ
の
出
席
だ
け
で
な
く
、
日
常
の

生
活
で
気
付
い
た
事
な
ど
を
ど
ん

ど
ん
お
寄
せ
い
た
だ
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
各
モ
ニ
タ
ー
の
自

己
紹
介
の
後
、
担
当
者
か
ら
モ
ニ

タ
ー
の
役
割
な
ど
に
つ
い
て
説
明

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
意
見
交
換
で
は
、
市
政
に
対
す

る
意
見
が
出
さ
れ
、
と
り
わ
け
東

日
本
大
震
災
に
お
け
る
情
報
伝
達

「ぜひ多くの意見を」と委嘱状を交付

町域氏　名№

迫西　城　洋　市１

迫蓬　田　恵美子２

迫佐　竹　和　江３

登米岩　渕　文　昭４

登米阿　部　さち子５

東和遠　藤　克　美６

東和相　澤　米　子７

中田千　葉　貞　夫８

中田日　野　英　俊９

中田千　葉　真理子１０

豊里千　葉　真喜子１１

豊里菊　地　澄美子１２

米山後　藤　都　子１３

米山渡　邊　信　一１４

石越千　葉　芳　照１５

石越阿　部　啓　子１６

南方三　浦　　　眞１７

南方千　葉　江里子１８

津山大　森　敏　雄19

津山佐　藤　貴美子20

登米市市政モニター（敬称略）

や
道
路
復
旧
な
ど
に
つ
い
て
活
発

な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
モ
ニ
タ
ー
の
任
期
は
１
年
で
、

今
後
は
、
会
議
へ
の
出
席
や
市
政

に
対
す
る
要
望
、
地
域
問
題
な
ど

の
報
告
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ
の

協
力
な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

【
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い
合
わ
せ
】

　
総
務
部
市
長
公
室
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２
２
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９
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自己紹介と市政への思いを話すモニター
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東
日
本
大
震
災
で
観
光
事
業
が

停
滞
し
た
状
態
に
あ
る
登
米
市
・

南
三
陸
町
両
市
町
の
観
光
物
産
振

興
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
６
月

　
・
　
の
両
日
、
み
や
ぎ
の
明
治

１１

１２

村
登
米
町
を
会
場
に
「
登
米
・
南

三
陸
観
光
物
産
復
興
祭
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
復
興
祭
の
開
会
式
で
は
、
市
観

光
物
産
協
会
の
阿
部
会
長
が
「
こ

の
復
興
祭
を
契
機
に
、
両
市
町
相

互
に
協
力
し
合
い
、
一
日
も
早
く

復
興
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
復
興
へ
の
思

い
述
べ
ま
し
た
。

　
復
興
祭
で
は
、
登
米
市
や
南
三

陸
町
を
始
め
、
栗
原
市
、
石
巻
市
、

気
仙
沼
市
な
ど
の
企
業
や
農
産
直

売
所
な
ど
が
約
　
ブ
ー
ス
の
店
舗

４０

を
出
店
し
、
海
産
物
や
新
鮮
野
菜

な
ど
を
販
売
し
大
勢
の
買
い
物
客

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
上
々
颱
風
の
ラ
イ

ブ
や
津
軽
三
味
線
演
奏
者
の
柴
田

三
兄
弟
・
地
元
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

な
ど
に
よ
る
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ

特産物や食材を求め、にぎわいを見せる販売ブース

 観
光
の
復
興
に
向
け
力
強
い
第
一
歩

                  　
　
　
登
米
・
南
三
陸
観
光
物
産
復
興
祭

ン
サ
ー
ト
、
髙
倉
勝
子
美
術
館
で

の
企
画
展
や
髙
倉
勝
子
先
生
と
の

お
話
会
、
登
米
南
三
陸
の
写
真
を

集
め
た
復
興
写
真
展
、
Ｈ
＠
！
Ｆ

Ｍ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ウ
ォ
ー
ク
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
も
多
数
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
会
場
に
は
、
両
日
と
も
多
く
の

来
場
者
が
訪
れ
物
産
や
観
光
、
イ

ベ
ン
ト
を
思
い
思
い
に
楽
し
む
な

ど
、
観
光
物
産
広
域
連
携
復
興
の

大
き
な
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
復

興
市
と
な
り
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
で
被
害
を
受
け

た
志
津
川
病
院
が
、
南
三
陸
町
か

ら
登
米
市
旧
よ
ね
や
ま
病
院
（
現

よ
ね
や
ま
診
療
所
）
へ
入
院
機
能

を
移
転
し
治
療
を
再
開
す
る
こ
と

に
伴
い
６
月
１
日
、
旧
よ
ね
や
ま

病
院
で
開
院
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
開
院
式
に
は
志
津
川
病
院
の
医

師
・
看
護
師
な
ど
関
係
者
約
　
人
６０

が
出
席
。
新
し
い「
志
津
川
病
院
」

の
ス
タ
ー
ト
を
祝
い
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
佐
藤
町
長
が
「
施
設

の
提
供
や
調
整
な
ど
、
登
米
市
の

皆
さ
ん
に
は
心
か
ら
感
謝
し
ま

す
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
後
、

布
施
市
長
が
「
今
後
も
町
域
を
越

え
て
連
携
し
、
南
三
陸
町
の
医
療

環
境
の
整
備
に
協
力
し
た
い
。
笑

顔
で
患
者
を
迎
え
ら
れ
る
病
院
に

な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　
志
津
川
病
院
は
、
３
階
建
て
の

旧
よ
ね
や
ま
病
院
本
館
を
借
り
、

１
階
を
外
科
と
整
形
外
科
の
外
来
、

２
、
３
階
を
病
棟
と
し
て
の
一
般

病
床
　
床
、
療
養
病
床
　
床
の
計

２７

１２

　
床
で
入
院
患
者
を
受
け
入
れ
治

３９療
が
行
わ
れ
ま
す
。

開院への感謝とさらなる協力を誓いがっちり握手

「再開できたのは登米市のおかげ」と述べる佐藤町長

機能を移転し
医療を再開

「志津川病院」が旧よねやま
病院で新たに開院

柴田三兄弟による力強い津軽三味線の演奏

ラジオを片手に、登米町内の名所をウォーキング


